






























われる。その悪魔祓い儀礼の構造につ 上田は、 「それは患者と悪魔が互いの存在を受容しあい、ともに心を開きあうことで、互いが敵と て存在する ではなく、味方同士なのだというこ を確認する和解の場なのだ。それは、患者と悪魔の癒しあいであ と言ってもい 」と解説す
る（５）
。ここに語られている患者（人間）と悪魔（憑依霊）とが互いにその存在を認
め合い、そして和解することが癒しであると る見解は、わが国 シャーマニズムにおけ 憑物落しに対 て示唆するところが大き 。
　上田癒し論を要約すれば、個人と他者（人間・自然・霊的存在）とのネットワークを回復し、調和することで和解が成立



























るようになった。救いを求めてユタを訪ねたところ、死んだ子供の霊がユタに乗り移り 恨み 言葉どころか感謝の気持ちを伝えた。その感謝の言葉に母親は癒 たのである。自分に対 子供は当然恨みを抱いていると思っていたであろう。
　もしもＢ子が高い霊能力を有していたならば、夢などの回路によって子供の死霊と直接接触・交流をして、謝罪の言葉を
伝えるとともに、子供 気持ちを聞くことができた あろう。残念ながら、Ｂ に そうした霊能力がなかった。その めシャーマン的宗教者であるユタが登場する ある。
　ユタはその高い霊能力を使い、この世の存在であるＢ子（母親）とあの世の存在である死霊（子供）を結び付けて和解さ











るいはカミなど あり、これら霊的存在（インネンサン）がサワリ す こ で病気になるのである。サワリには霊的存在がその人の身体に憑く場合と憑かない場合 がある。
　サワリをしている存在がカミや蛇・猫の霊の場合には、Ｋ・Ｈ女の祭壇に祀られている神仏（日蓮・釈迦・多宝如来・八












が、十ヶ月目には夫が病気で倒れ、十年目 昭和十六年 は帰らぬ人となってしまった。残された四人の子供を育てるため、Ｉ・Ｓ女は身を粉 して働き、その一方益々信仰の念を深くしていく。
　そのような苦労の生活 続く中、三一歳になった昭和十七年、ある人物が夢枕に現れて「すがってくる者は助けてあげよ。
そうすれば相手も礼をするぞ」と告げ 礼金を差し出す仕草をして見せた。そ 物は上半身だけで、しかも顔は見せなかった。このことを経験してからＩ・Ｓ女は祈禱師としての道を歩むようになる 祈禱師 いうのは、人の「因縁・因果」解く力を持つ者のことであると説明する。昭和二四年に四国 真言宗寺院で得度式を受け、昭和四五年になると高野山において教戒教師の資格を取得した。
　Ｉ・Ｓ女を頼って来る人々のほとんどが原因不明の病気で苦しみ、医者からも見放された者たちである。そのような人が







ンというお経を唱えながらＫ・Ｎ女の背中を撫でてくれた。これを「お済度」と呼ぶ だが、そのお経の声がありがたくてありがたくて、Ｋ・Ｎ女の目からは涙が止めどなくあふれ出るのであっ また、坂口女 口から「弘法大師の親様を通して、今日はそなたをここに連れて来た」という声が聞こえた。これは本尊として祀られていた不動明王が坂口女 口を借て話したと解釈され いる。このように霊的存在が人間の口を通して語る と 口中が開く」 か「お慈悲をいただく」と呼ぶ。
　坂口女の説明によると、Ｋ・Ｎ女の姑の実家が死に絶えてし った後、その先祖を誰も供養 者がいなかった。そのこ
とを知らせるため姑の実家の先祖 ちがＫ・Ｎ女につ く当たり、長男を非行に走らせていた。














物の痛さがひどいので仕事に出掛けることもできないまま、家で屈み込んで頭を下げていると、いつの間にか白袴と紋付を着て烏帽子を被った男 人がどこからともなくやって来てМ・Ｏ女の前 立 ていた。その人はメツンバリ（オバマともいう）の葉を煎じて飲み、タコの印の付いた青 吸出の膏薬をつけるように告げると、消えるように立ち去って行った。
　三五歳になった時、夫が両眼の視力をほとんど失ってしまう。酒好きの夫が誤っ メチルアルコールを飲んでしまったの












れているのでは いかと思い、ホウニンに聞きに行った。するとカザケがホウニンに乗り移り、 「ヒッツコウとは思わなかったが、あまりに自分のこ を、毛がこうだとか、足がどうだとか言うもんでヒッツイタが、すぐに離れる」など しゃべった。話者はホウニンの指示に従い 団子を作ってヤコを見た場所に供えに行った。
　事例⑦ 　自宅を改築した時、オコジンサン（荒神）を祀 神棚を取り壊し、オコクラ（小宮）を別の場所に移した。新し
く造った神棚は元の場所よ も低い位置であ た。そ したところ 小学三年生の孫の足が動かなくなり 歩くこともできなくなってしまった。一週間ほど学校を休み、その間病院で治療を受けたがよくならない 「何かのサワリ あるのではないか」ということで、近所に居たホウニンに拝ん もらった。する 「オコジンサマがサワッテいる 今の場所は高い所はあるが、元の場所で祀 てもらい いと言っている」と告げられた。そこで元の場所に神棚を造り直した。孫の足 すぐに動くように り、学校にも通えるようになった。
　事例⑧ 　話者がノイローゼのような状態になった。そこで評判のよいオカミサマ（ホウニン）にその原因を聞きに行った。





たいきさつは次のようなものであった。ある日話者が庭で転んで膝に怪我をした。大し 怪我ではなく、病院に行くこともなかった。転んだ原因もはっきりとしていた。当家は山肌を削っ 整地した場所 あるが、庭は舗装などされておらず、石ころがゴロゴロして た。話者はそうした石ころのひとつに蹴躓いて転んだのである。ところが話者は納得する とができなかった。 「なぜ転ばなければならなかったのか。何かあるのではな か」と疑って、ホウニンに転んだ原因を聞きに行ったのである。するとホウニン 「この家を建てる時、金神除けをしてい か たため、金神にサワラレテ る」と告げた。話者がどうすればよいのか問い質すと、金神 地蔵 祀れという あった。
　事例⑩ 　当家では昭和二二年に製材業を始めた。ところが商売はうまくいかず、家族間でももめ事が絶えなかった。何事
かあるのではないかと思い、親戚に紹介され ホウニンを家に招いて拝んでもらった。するとホウニンは「製材所を建て時に土地を掘ったであろう。その時に塚か何かが出て来たであろう」と言う 思い出してみると、鋸を据えるために穴 掘った 、石を積んだ塚 出て来て た。ホウニンが拝み始めると、その塚 霊がホウニンに乗り移り 「私は阿波国の落人で、死んでから二八〇年になる。私を神として祀れ」と告げた。家人が「シリョウ（死霊）を神と は祀れない」と答え ところ、 「この家の神として祀れ」と言うので、近くの河原から拾って来た自然石を御神体に て、屋敷神として祀るようになったのである。
　事例⑪ 　話者の父親が腎臓を患って通院していたが、経過はあまり思わしくなかった。そうしたある日のこと 散髪を終
えて床屋から帰って来た父親が、 「身体がなんだ ゾクゾクする」と言って寝込んでしま 。何かにヒッツカレテい の
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ではないかということでホウニンを家に呼んだ。ホウニンが父親を拝み始めたところ、 「ヒョー、ヒョー、ヒョー」と家の外で何かが鳴いて る声がした。ホウニンが障子を少し開けるように指示した。家人が言われるままに障子を開けると、その声が屋内に入って来たような気がした。するとガワッパがホウニンに乗り移り、 「ここのオジが床屋に行った。折口橋を渡る時に黙って通った。自分たちは水浴びをしていてびっくり てしまった。それでカカリツイタのだ」と語った。そのような話をしな ら供えられた焼酎を茶碗 ガブガブ飲み、団 しきりと食べ続けていた。このホウニンは普段焼酎など飲むことはない。
　家人が「どうしたらいいんですか」と質問すると、 「団子三三個とブエン（刺身）三三切をどこそこに持って行って供え
ろ」とガワッパがホウニンの口を して答え 。急いで供物 準備し 指定された田に持 て行って供えた。 も同行し、供物の前で拝んでくれた。するとすぐに烏が舞い降りて、供物を残らず食べて まった。ホウニンによれば、それはカミが供物を受け取ったこと 示すものであ
　烏が供物を啄んでいた頃、家では父親が七転八倒の苦しみをしていた。ホウニンの説明によれば、ガワッパが父親の身体









さん」はホウニンの守護 で、 のこ は広く知られている。ホウニンは自分が喋った内容を覚えていなかったということで、オカミサマ（お稲荷さん）自身となって話をしていたと見なされている。一方、娘の水膨れの原因となってい 牛神様に対しては「サワラレタ」と表現していて、娘の身体に憑依し たとは考えられていない。霊的存在が身体に憑依することは「ヒッツカレル」とか「ツカレル」と う。
三 　『遠野物語』の九九話をめぐって
　前節では、シャーマニズムと癒しとの関係を明らかにするため、シャーマンと霊的存在が直接接触・交流する事例を取り
上げた。霊的存在と意図的交流を計り、癒しへと導く役割を担っているのがシャーマンであるこ 確認できたこ と思う。その一方で、日本文化の中に シャーマンではない者と霊的存在との非意図的交流も見られる。そのよく知られている事例が『遠野物語』九九話である。
　事例⑬ 　柳田國男著『遠野物語』九九話（角川文庫版、改版二一版、一九七九年）　土淵村の助役北川清といふ人の家は字火石にあり。代々の山臥にて祖父は正福院といひ、学者にて著作多く、村のために
尽くしたる人なり。清の弟に福二といふ人は海岸の田の浜へ婿に行きたるが、先年の大海嘯に遭ひて妻と子とを失ひ、生き残りたる二人の子と共に元 屋敷の地に小屋を掛けて一年ばか ありき。夏の初めの月夜に便所 起き出でしが、遠く離れたる所にありて行く道も浪の打つ渚なり。霧の布きたる夜なりしが、その霧の中より男女二人 者の近よるを見れば 女は
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『遠野物語』刊行時にはまだ健在であった。よってこの物語は、福二本人の体験談として直接喜善に語られたと考えてよかろう（河合俊雄他編『遠野物語 　遭遇と鎮魂』 、二 五ページ、以下ページ数 みを記す） 。
　福二の生家は修験道寺院であった。福二自身がどれほど山伏として 修行を積んでいるのかわからないが、幼い頃から神
仏に接し、父や祖父の行う修験道儀礼なども間近に見ていたに違いない。 うしたことが霊的存在（妻の幽霊）との直接接触を促す遠因になったと考えられる。

































した母親が夢に現れることを恐れ、直接接触・交流を拒絶しようとするのか 実は深い理由があ た。Ｋ女が夫と別れることになった原因が母親にあり、その めＫ女と との親子関係は冷めたも となり、地震が起き 時に母親を助けに行なかったというのである。この が負い目となり、Ｋ女は母親の霊に脅えるように った。
　Ｋ女と母親との和解は可能であろうか。和解するためには母親の霊と直接接触・交流することが必要であるのだが、Ｋ女


















































子供の病気の原因が霊的存在であると判断され、それらと新 な関係が構築されてい この場合も両者（ ン的宗教者と依頼者）が同じ憑 文化を共有してい ことが前提となっている。
　前半で取り上げたシャーマンによる意図的霊的存在との直接接触・交流に対して、後半では非意図的な直接接触・交流の









ればならない。さらには 事例⑰にあるようにこ 世への思い・未練 らせるこ で生者と死者 いう新たな関係性が構築できるのであ 。この意識が我々の深層心理の中に存在しているがゆえに、死者の声を聞いたり、死者の姿を見ることになるの あろう。今は単な 憶測でしかない。明確な解答は他日を期したい。註（１） 　佐々木宏幹「シャーマンと癒し」佐々木宏幹他著『伝承と文学 　下』 　岩波書店 　二〇〇一年（２） 　佐々木宏幹「 『治し』と『癒し』のあいだ」医療と宗教を考える会編『こころを癒す』 　同朋舎出版 　一九八八年 　一九～二〇ページ（３） 　佐々木宏幹『 〈ほとけ〉と力』 　吉川弘文館 　二〇〇二年 　一八三ページ（４） 　上田紀行「癒しとトランスフォーメンション」 『季刊仏教』三一号 　一九九五年
上田紀行「生き死にの『我がまま』 」葬送の自由をすすめる会編『葬送の自由と自然葬』 　凱風社 　二〇〇〇年上田紀行『癒しの時代をひらく』 　法蔵館 　一九九七年
（５） 　上田紀行『悪魔祓い』 　講談社 　二〇〇〇年 三一二ページ（６） 　日本におけるホリスティック医学の推進役のひとり帯津良一は、人間を体・心・気・霊性などの有機的統合体ととらえ 、 「社会・自然・宇宙との調和にも
とづく包括的、全体的な健康観 立脚する」のがホリスティック医学だとしている。ここに「霊性」とあるのは霊魂のことであろう。だとすれば霊魂を扱うシャーマニズムとホリスティック医学とは深い関係を有する。帯津良一他著『魂が癒されるとき』 　創元社 　一九九六年 八八ページ帯津良一『ホリスティック医学入門』 　角川書店 　二〇〇九年 　一三五ページ
（７） 　帯津良一他前掲『魂が癒されるとき』 　九八ページ（８） 　宗教と癒しとの関係については次にも言及されている。
大木昌『病と癒しの文化史』 　山川出版社 　二〇〇二年 　三 ページ廣澤隆之「人は『自然』に還れるか」立川武蔵編著『癒しと救い』 　玉川大学出版部 　二〇〇一年 　二一三ページ樋口和彦「和解と救済」飯田真他編『有限と超越』 　岩波書店 一九八三年 　一六一ページ池上良正「現代アメリカのキリスト教神癒論」新屋重彦他編『癒しと和解』 　ハーベスト社 一九九五 一八 ～一八四ページ石井誠士『癒しの原理』 　人文書院 　一九九五年 　一～二ページ
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重兼芳子「知性と祈り」医療と宗教を考える会編『いのちの尊厳』 　同朋舎出版 　一九八八年 　八七ページ鈴木奨荘一「プライマリ・ケアにみる終末期の医療と宗教」医療と宗教を考える会編『いのちの安らぎ』 　同朋舎出版 　一九八八年 　一六ページ














赤坂憲雄「和解について」 　　田中康裕「福二の三度の喪失」河合俊雄「九九話におけるインターフェイスと振り返り」いずれも河合俊 他編著『遠野物語 　遭遇と鎮魂』 （岩波書店、二〇一四年）所収
（
13） 　遠野常民大学編『注釈遠野物語』 　筑摩書房 　一九九七年 　三〇〇ページ
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19） 　桜井徳太郎『沖縄のシャマニズム』 　弘文堂 一九七三年
山下欣一『奄美のシャーマニズム』 　弘文堂 　一九七七年池上良正『民間巫者信仰の研究』 　未来社 　一九九九年大橋英寿『沖縄シャーマニズムの社会心理学的研究』 　弘文堂 　一九九九年
（
20） 　王貞月『台湾シャーマニズムの民俗医療メカニズム 中国書店 一 二六三ページ
上田紀行前掲『悪魔祓い』 　一九三ページ根岸謙之助『医療民俗学論』 　雄山閣出版 　一九九一年 四六ページロジャー・ウォルシュ シャーマニズム 精神人類学』 　春秋社 　一九九六年 　二五三ページ
（
21） 　森山公夫『和解と精神医学』 筑摩書房 　一九八 年
（
22） 　Ｒ・Ｄ・レイン『ひき裂かれた自己』 みすず書房 　一九七一年 一八六～ 八 ページ
